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２００６年度 第２回 一般常識 入 学 選 考 問 題 

 
Ⅰ．（１）～（３）を計算して、正しい値を①～④から選び､その番号のマーク欄をぬりつぶしなさい。 
（１） －３２－（－２）３ 

① －１７   ② １   ③ －１   ④ １７ 

（２） －８÷４＋２×（－３)２ 

① １６   ② －２０   ③ ２０   ④ －１６ 

（３） －１＋３× ÷
ø
ö

ç
è
æ

2
1

－ ２ 
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３

２
   ② －

３

１
   ③ －

4
１
   ④ 

2
１
 

Ⅱ．（４）～（５）の問いに対する､正しい答えを①～④から選び、その番号のマーク欄をぬりつぶしなさい。 
（４）３つのサイコロを同時に振ったとき、同じ目が出る確率をＡ、すべて異なる目が出る確率をＢとするとき、Ａ÷Ｂの値

を求めなさい。 

① 
15
1
   ② 

3
１
   ③ 

20
１
   ④ 

12
１
 

（５）Ａ◎Ｂを「正の整数をＡから順に大きいほうへ、Ａも含めてＢ個だけ足す」と約束するとき、次のＸに適する数を選び

なさい。 

    Ｘ◎５＝３５ 

① ２   ② ３   ③ ４   ④ ５ 

 

Ⅲ．次の文章を読んで、あとの問いに答えなさい。 

 「百年かかって育った木は、建物に使ったとき百年しかもたないが、五百年かかって育った木は五百年もつ」、また「○1奈

良で育った木は奈良で使ったときが一番丈夫である。木曾
き そ

ヒノキは奈良には向かない」という。その数字の正確さには多少の

問題があるにしても、この言葉の中には、いわゆる科学的といわれるものの見方の欠けている一面を鋭く突く○2 なにかが含ま

れているように私は思う。 

 おなじ種類に属する木でも、産地により、立地によって、材質に少しずつちがいのあることはよく知られているところであ

る。たとえばヒノキの属には世界に六つの種があるが、日本のヒノキが一番秀
すぐ

れていて、中でも木曾のヒノキは造作材として

最高級だといったような評価である。さて木のよさだが、その差は微妙で試験によって数量的にあらわすことができるほど、

ちがいが認められるものは少ない。長い間の体験や「ふうあい」といったような感覚的判断までも含めて、右に述べたような

評価に落ち着いたわけであるが、それがまた使う側の感じともよく合っているのである。 

 ところで体験による評価の中には、その木が育ってきた土地で使われたときが、一番秀れているというような判断も加わっ

ているのだとわたしは思う。その意味を食べものに例をとって説明すると、次のようなことである。 

 すしはアメリカに行っても食うことができる。そのうえタネになる魚は大きくてかつ安い。しかしどうも大味で、日本のす

しのようなコクがない。日本でとれる魚は形は小さいが、味はこまやかだから、すしとしては最高だというのが大方の評価で

あろう。すしはやはり日本で生まれたそれなりの背景を持っている。だから日本という風土の中で食ったときが、一番美味
お い

し

いのは当然である。さらにまた長寿は食べもののカロリーの多い少ないではなく、   どうかによって左右されるともいう。

そうした話にはなんとなく納得できそうなものが含まれているようである。 

 ○3 おなじことは木についてもいえるのではなかろうか。日本のヒノキは成長は遅いが、木目がつまっているから、材として

の風格は格段に高い。だからこそ白木の建築が生まれたわけだが、それは日本という風土の中におかれたとき、一番しっくり

と合っている。つきつめていえば、木曾のヒノキは木曾で使われたとき、奈良のヒノキは奈良で使われたときが、一番長持ち

するのではないかということである。                    （小原二郎「法隆寺を支えた木」より） 

 

(６)   線①とあるが、なぜそのように言われているのか。最も適切なものを次から一つ選びなさい。  

 ① 科学的な見方によって実証されているから 

② 木曾のヒノキは造作材として最高級だから 

③ その木の育った風土の中で使われるときが一番よいから 

④ 奈良で育ったヒノキは成長は遅いが、木目がつまっているから 
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(７)   線②「なにか」とはこの場合何を示しているか。最も適切なものを次から一つ選びなさい。 

 ① 体験による評価   ② 材質の違い   ③ 風格の違い   ④ 数量的にあらわしたもの 

(８)   にあてはまる言葉として最も適切なものを次から一つ選びなさい。 

 ① その土地に生えているものを食べるか ② うまいものは産地へ行って食べるか 

 ③ 食べ物の種類を多くとるか ④ 農薬や科学肥料を使っていないものを食べるか 

(９)   線③「おなじこと」の指している内容は何か。最も適切なものを次から一つ選びなさい。 

  ① 日本のヒノキが一番すぐれていること ② 長い間の体験だけではわからないこと 

③ その土地の風土にあったものが一番よいこと ④ 科学的な証明がなされていること 

(10)この文章に題名をつけるとすれば、次のどれが最も適切か。一つ選びなさい。 

 ① 科学的見方と木   ② アメリカと日本   ③ 木の寿命   ④ 木と風土 
 
Ⅳ.次の各問いに答えなさい。 

(11)｢朝日にハえる花｣    線部と同じ漢字を使うことばを次から一つ選びなさい。 

 ① エイ華   ② ショウ涯   ③ ヨウ脈   ④ エイ画 

(12)「乗馬」と同じ組み立ての熟語を次から一つ選びなさい。 

    ① 帰宅   ② 集合   ③ 日没   ④ 不在 

(13)四字熟語「海千山千」の意味として、最も適当なものを一つ選びなさい。  

    ① 一人で千人の敵を相手にできるほど強いこと  ② 様々な経験をして世の中のことに通じ、ずる賢いこと 
    ③ 非常に待ち遠しいこと         ④ 言葉によらず気持ちが通じ合うこと 
(14)「枕草子」と同じ種類の作品を、次から一つ選びなさい。 

    ① 雨月物語   ② 古事記   ③ 宇治拾遺物語   ④ 方丈記 

(15)   線の語から品詞の異なるものを一つ選びなさい。 

    ① 泣いた   ② さまよって   ③ 不安で   ④ 変わらない 
 
Ⅴ．以下の文中の（   ）に当てはまるものをそれぞれ選択肢から選び、その番号のマーク欄を塗りつぶしなさい。 

(16)次のうち、県とゆかりの人物で組み合わせの誤っているものを選べ。 

    ① 青森県＝太宰治   ② 香川県＝正岡子規   ③ 鹿児島県＝西郷隆盛   ④ 高知県＝坂本竜馬 

(17)次のうち、県の観光地と産物を正しく組み合わせたものを選べ。 

① 神奈川県 ： 鎌倉、お茶        ② 長野県 ： 上高地、りんご 

    ③ 宮城県  ： 猪苗代湖、鳴子こけし   ④ 山口県 ： 錦帯橋、牡蠣 

(18)東京大都市圏には、日本の人口の約４分の１が集中している。この地域の人口を次のア～エから一つ選べ。 

    ① 約９千万人   ② 約７千万人    ③ 約５千万人   ④ 約３千万人 

(19)ＥＵでは１９９９年に通貨統合が開始された。その共通通貨は何か。 

    ① フラン    ② ポンド 

    ③ マルク    ④ ユーロ 

(20)中国最大の商工業都市は ( ア )で中国最長の川は（ イ ）である。 
① アは北京、イは長江  ② アは北京、イは黄河  ③ アは上海、イは黄河  ④ アは上海、イは長江 

(21)承久の乱後、隠岐に流されたのは誰か。 

① 仲恭天皇   ② 順徳天皇   ③ 後鳥羽上皇   ④ 後嵯峨上皇 

(22) 二度にわたる朝鮮侵略の名称の組み合わせとして正しいものはどれか。 

① 天正・慶長の役    ② 文永・弘安の役 

③ 文禄・慶長の役    ④ 文禄・天正の役 

(23) 内閣制度を作り初代総理大臣になったのは誰か。 

① 山県有朋   ② 黒田清隆   ③ 松方正義   ④ 伊藤博文 

(24) 日本国憲法の改正は、衆参両議院の総議員の（   ）以上の賛成が必要である。 

① ３分の１   ② ３分の２   ③ ４分の３   ④ 過半数 

(25) 文化財保護法のきっかけになった、焼失した文化財は何か。 

      ① 金閣寺   ② 法隆寺   ③ 薬師寺   ④ 名古屋城 
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Ⅰ．次の（１）～（１０）の文章について、（ ）に入れる最も適当なものを、①～④の中からひとつ選び、その番号の

マーク欄をぬりつぶしなさい。 

（１）When  I  came  back,  I  found  my  room  （   ）． 
        ① break  into       ② broken  into      ③ breaking  into    ④ to  break  into     

（２）All  living  things  need  energy  to （   ） alive. 
        ① find              ② make             ③ stay              ④ want              

（３）Mr. Smith  had  his  gate  (      )  green  this  time． 
        ① paint             ② painted           ③ painting          ④ to  be  painted   

（４）Helen  will  go  out  when  she  (      )  her  homework. 

        ① has  finished     ② finished           ③ will  finished     ④ will  have  finished  

（５）You  had  better   (      ) up  with  Tom’s  rude  words． 
        ① cut               ② shut              ③ burst             ④ put 

（６）If  the  weather  (      )  good,  I  will  go  surfing  next  week. 
        ① is                 ② was              ③ will  be           ④ is  going  to  be 

（７）I  have  a  friend   (      )  sister  is  a  teacher. 

        ① who              ② whose             ③ whom             ④ which 

（８）It  is  important   (      )   you  always  do  your  best． 

        ① as                ② for                ③ that               ④ since 

（９）Hiroshi  (      )  drive  to  Shonan  with  his  girlfriend  when  he  was  a  university  student. 

          ① had  better       ② would             ③ has  to            ④ should                      

（10）I  would  (      )  to  know  her  address.  
          ① better             ② like               ③ sooner             ④ well            
 
Ⅱ．次の（１１）～（１５）までのそれぞれの会話について、( )に入れる最も適切なものを、①～④の中からひとつ

選び、その番号のマーク欄をぬりつぶしなさい。 

 （11）A : I  won’t  be  able  to  play  soccer  on  Saturday,  John.      . 

B : （   ） 

           ① So  do  I.            ② So  will  I.         ③ Nether  am  I.        ④ Nether  will  I. 

  （12）A : How  was  the  concert  yesterday? 

B : （   ） 

           ① It was a lot of fun.     ② It was very fan.      ③ It was a lot of funny.    ④ It was a lot of fan. 

  （13）A : What  does  the  new  student  look  like? 
B : （   ） 

   ①He  is  eighteen. ②He  has  a  sister. ③He wears a funny pair of glasses. ④He  speaks  English. 

  （14）A : May  I  help  you? 
B :（   ） 

           ① No,  you  can’t.       ② That’s  right.        ③ Yes,  please.           ④ You’re  welcome. 

 （15）A : When  do  you  think  you  will  be  through  with  your  work? 
B : （   ） 

           ① For  three  days.      ② Next  week.         ③ The  day  before  yesterday.     ④ Sure.               
 

 

Ⅲ．次の（１６）～（２０）の日本文の意味を表すように、( )内の語句を並べ替えて、適切な文章を作成しその 2番

目と 4番目にくる語句の最も適切な組合せを、①～④の中からひとつ選び、その番号のマーク欄をぬりつぶしなさ

い。 

（16）向こうの電車に乗れば薬院に着きます。 
        The train (ア take イ will ウ there エ to オ over カ you )Yakuin． 
           ① ―ウ―ア――   ② ―エ―オ――   ③ ―カ―イ――   ④ ―オ―ア―― 
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（17）駅までタクシーでどのくらい時間がかかりますか。 
          How (ア take イ it ウ long エ the station オ does カ to キ to get )by taxi? 
           ① ―ウ―ア――   ② ―エ―オ――   ③ ―カ―イ――   ④ ―オ―ア―― 

（18）切符はいくらか教えていただけますか。 
           Could you (ア cost イ tell ウ how much エme オ a カ ticket ) ? 
           ① ―ウ―ア――   ② ―エ―オ――   ③ ―カ―イ――   ④ ―オ―ア―― 

（19）今日は昨日よりずっと涼しい。 
          It is (ア it イ than ウmuch エ was オ today カ cooler ) yesterday. 
           ① ―ウ―ア――   ② ―エ―オ――   ③ ―カ―イ――   ④ ―オ―ア―― 

（20）ホテルがどこにあるのか彼に聞いたほうがいいよ。 
          You had (ア where イ better ウ him エ is オ ask カ the hotel )． 
           ① ―ウ―ア――   ② ―エ―オ――   ③ ―カ―イ――   ④ ―オ―ア―― 
 
Ⅳ．下記の英文を読んで、(21)～(25)までの問いに対する答えとして、最も適切なものを①～④の中から選び、その番

号のマーク欄をぬりつぶしなさい。 

 

Time Difference 
 

 Mr.Sudo was in America to study English at the summer school of a university for a few months. For a week 
after he arrived there he felt sleepy in the daytime because of the time difference. It took him another week to get over it. 
Then, problems started to happen. Some of his friends in Japan called him after midnight because they didn’t check the 
time difference. Each time he answered the phone and told them what time it was in America, they said “I’m sorry.” He 
couldn’t go back to sleep for a while, though. For about a week one friend after another called him after midnight, but 
they learned sooner or later when to call Mr.Sudo.              
        But after one month, the telephone rang again in the early morning. Mr.Sudo thought that somebody in Japan 
was calling. He answered the phone in Japanese. But this time it was not any of his Japanese friends. It was  
Mr.Richard Butland , an American friend of Mr.Sudo’s. 
        Mr.Richard Butland now lives in South Africa. He wanted to visit America to attend an international conference 
on science. He remembered that Mr.Sudo was in America. He thought that communication by mail would take a week 
and dialed Mr.Sudo’s number. But he forgot to check the time difference, too. 
 
 
   (21) Why was Mr.Sudo in America ?                                                                                                                                            
        ① Because he was sight-seeing.         ② Because he was visiting his friends.   

③ Because he was studying.           ④ Because he was on business. 
 

（22）Why was he sleepy for a week after he came to America? 
      ① Because of the time difference. 

② Because he worked too hard.       
③ Because he did not sleep at all. 

    ④ Because of the weather.     

（23）What happened to Mr.Sudo in the early morning after one month?     
        ① His Japanese friend called him.                   

② His American friend called him.  
③ His African friend called him. 
 ④ His business partner called him. 

（24）What was Mr.Butland going to do in America?     
        ① He was planning to go sight-seeing.          

② He was going to stay in a hotel. 
③ He was going to live in America. 

 ④ He was planning to attend a conference. 
 

（25）Why did Mr.Butland use the telephone? 
① Because he had no stamps or envelopes.  
② Because a letter would take a week to arrive.    
③ Because he wanted to hear Mr.Sudo’s voice.                
④ Because he wanted to check Mr.Sudo’s phone number. 



 

受験番号                       氏  名                  
 

２００６年度 第２回 一般常識 入 学 選 考 問 題 解 答 用 紙 

 

 

（1） ① ② ● ④ （2） ● ② ③ ④ （3） ① ② ● ④ （4） ① ② ● ④ 

（5） ① ② ③ ● （6） ① ② ● ④ （7） ● ② ③ ④ （8） ● ② ③ ④ 

（9） ① ② ● ④ （10） ① ② ③ ● （11） ① ② ③ ● （12） ● ② ③ ④ 

（13） ① ● ③ ④ （14） ① ② ③ ● （15） ① ② ● ④ （16） ① ● ③ ④ 

（17） ① ● ③ ④ （18） ① ② ③ ● （19） ① ② ③ ● （20） ① ② ③ ● 

（21） ① ② ● ④ （22） ① ② ● ④ （23） ① ② ③ ● （24） ① ● ③ ④ 

（25） ● ② ③ ④ 

 



   受験番号                       氏  名                  
 

２００６年度 第２回 英  語 入 学 選 考 問 題 解 答 用 紙 

 

 

（1） ① ● ③ ④ （2） ① ② ● ④ （3） ① ● ③ ④ （4） ● ② ③ ④ 

（5） ① ② ③ ● （6） ● ② ③ ④ （7） ① ● ③ ④ （8） ① ② ● ④ 

（9） ① ● ③ ④ （10） ① ● ③ ④ （11） ① ② ③ ● （12） ● ② ③ ④ 

（13） ① ② ● ④ （14） ① ② ● ④ （15） ① ● ③ ④ （16） ● ② ③ ④ 

（17） ① ② ③ ● （18） ① ● ③ ④ （19） ① ② ● ④ （20） ① ② ③ ● 

（21） ① ② ● ④ （22） ● ② ③ ④ （23） ① ● ③ ④ （24） ① ② ③ ● 

（25） ① ● ③ ④ 

 




